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2. 世界から優秀な人材を惹きつける
■69か国（地域）から1,678人（⽇本で21位）の留学生 アジアを中⼼とする途上国の研究者・⾼度⼈材育
成が中⼼、特にASEAN諸国からの受入実績が多い
■海外拠点の先導的モデル北京センター 現地政府との友好関係構築と共同利⽤拠点としての実績、北京を含
め８拠点を設置
■地域一体型国際化 県・市の公共宿舎を混住型学⽣宿舎として借り入れ

戦略的海外プロモーション

グローバル入試の標準化
・ネット出願システムで世界中から出願可能
・SAT、GRE等、世界の実績ある学⼒審査を利⽤

英語による学位コース拡充
・全学部・研究科で開設
・カンボジア⻭学国際共同大学院（JDに発展）

実績・現状

留学⽣数が少
ない（特に、
学部レベル）

課題1

卓越した研究
拠点で、留学
⽣（研究⼈材）
を十分獲得出
来ていない

課題2

取組1

取組2

取組3

成果指標

留学生数
1,678⼈(H25)

3,600人(H35)

国際共著論⽂数
450報(H24)

2,700報(H35)

全学生の20％が留学生
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取組4
・世界トップレベルの海外協定大学から教育研究ユニットを重点分

野に誘致し、協働教育、⼥性研究者活躍ユニット設置

研究拠点の共同研究相手との協働教育

・学⽣の希望と教員とのマッチング機能強化
・海外常設10拠点（留学相談、留学相談総合窓⼝Webサイト）
・呼び水プログラム（サマープログラム、オンライン日本語教育）
・奨学⾦の強化（渡日前採⽤・大学独⾃・世銀・JICAなど)
・混住宿舎新設（新渡日留学⽣を全員収容）



成果指標

3. 国際流動性の⾼い教育システムを構築する

■学生のニーズに応じた多様な留学機会 全32プログラム
■新入生対象START 250名/年（新入⽣の1割）派遣

学⽣の留学志向向上に成果

■クォーター制導入（H27〜）
■院生の国際学会発表支援

日本⼈学⽣の海
外留学率が低い
（全国で15位）

国際的学習環境
の整備が不十分

・産学連携による海外留学奨学⾦新設､クォーター制(第1ターム）
を英語特訓タームとして活⽤、単位互換を保証（ナンバリング、
UCTS活⽤徹底など）

・「グローバル教員養成」JD（バルセロナ大、ミラノ大）
・「国際マネジメント」JD（台湾国⽴政治大）

・教員の50％以上が外国籍または海外で教育研究歴
・教員国際公募100％
・海外の著名な教員による集中講義やオンライン講義配信

海外サテライト･キャンパスの拡充
課題3

院⽣（若⼿研究
者）の組織的海
外派遣が不十分

・協定校と共同で国際的外部資⾦獲得（EU、米国財団等）
・院⽣の国際共同研究への参加・海外派遣を強化
・成⻑型海外インターンシップ

教員の受入・派遣
2,616回(H24)

5,400回(H35)

実績・現状

課題1

課題2

取組1

取組2

取組3

取組4

取組5 世界トップレベルの協定校等と研究交流を強化

外国語による授業
397科目（H24）

3,357科目（H35）
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外部資⾦受入
92.7億円(H24)

270億円(H35)

留学の阻害要因を解消 全⽇本人学生が留学

DD・JDの拡充

外国語による科目の拡充（全科目の50％ ）

・カンボジアに⻭学国際共同大学院を新設・活⽤










